
 

令和４年度協働事業等の調査結果について 

 

１ 後援・協賛 

 令和３年度 令和４年度 増減 

府中市後援 ８３件 １３６件 ＋５３件 

府中市教育委員会後援 ５６件 ８２件 ＋２６件 

 

２ 政策形成過程への参画 

⑴ 審議会等 

 令和３年度 令和４年度 増減 

附属機関 ７６件 ７８件 ＋２件 

その他の会議 １５件 １６件 ＋１件 

 

⑵ パブリックコメント 

 令和３年度 令和４年度 増減 

実施件数 １８件 ６件 －１２件 

提出人数累計 ２７件 ２６件 －１件 

提出意見累計 １１２件 １１２件 ±０件 

 

３ 令和４年度に実施した協働事業について 

実施事業数 令和３年度 令和４年度 増減 

合計 １７３件 １９５件 ＋２２件 

 

 ⑴ 協働先（参照：グラフ１） 

 令和３年度 令和４年度 増減 

地縁型活動団体 ２１件 ２１件 ±０件 

目的型活動団体 ８３件 １００件 ＋１７件 

教育機関 ３１件 ３５件 ＋４件 

事業者 ４７件 ６５件 ＋１８件 

合計 １８２件 ２２１件 ＋３９件 

※１事業につき協働先が複数ある場合があるため、のべ団体数を集計 

 

 ⑵ 協働の形態（参照：グラフ２） 

 令和３年度 令和４年度 増減 

委託 ３８件 ４０件 ＋２件 

事業協力（市主体） ５３件 ７１件 ＋１８件 

共催 ３５件 ３９件 ＋４件 

実行委員会・協議会 １７件 ２４件 ＋７件 

事業協力（市民主体） １９件 ３４件 ＋１５件 

補助 ２０件 １３件 －７件 

合計 １８２件 ２２１件 ＋３９件 

 



 

グラフ１ 協働先 

 

グラフ２ 協働の形態 

 
グラフ３ 協働先ごとに見る協働の形態 

  

  

 

４ まとめ 

１の後援・協賛の件数は新型コロナウイルス感染症の影響により減少していたが、感染

拡大以前に近い件数になった。２の審議会等の開催状況には大きな変化はなく、パブリッ

クコメントは総合計画の策定等のため実施回数が多かった昨年に比較し減少したが、提出

人数や意見数に大きな変化は見られなかったため、各回に対する提出者が増加したことが

分かる。 

３の令和４年度に実施した協働事業について、件数としては特に目的型活動団体や事

業者との協働の件数が増加し、割合としては目的型活動団体が最も高い（グラフ１）。形

態としては、市主体での事業が最も増加し、割合としても最も高い（グラフ２）。 

グラフ３は、グラフ２の結果を協働先ごとに別けたものであるが、①地縁型活動団体は

実行委員会や協議会として主催となるケースが多く、イベント等のノウハウを持っている

ことが強みであると考えられる。また、②目的型活動団体には多様な協働形態がバランス

よく存在しており、各事業にあった形態を選択していると考えられる。 
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②目的型団体との協働における形態
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④事業者との協働における形態

資料３-４ 

■委託 

■事業協力(市主体) 

■共催 

■実行委員会・協議会 

■事業協力(市民主体) 

■補助 


